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“JUNTOS!! 中南米対日理解促進プログラム” 

パラグアイ派遣事業（結果概要） 
 

平成３１年４月９日 

 

１． プログラム概要 

外務省が推進する「Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム」の一環として，２０１９年

の日・パラグアイ外交関係樹立１００周年の機会を捉え，２０１９年２月２４日（日）から３月

５日（火）までの日程で，日本の大学生・大学院生５名がパラグアイに派遣され，日本とパラグ

アイの友好関係の強化及び日本の魅力等の積極的な発信を目指したプログラムを実施しました。

参加者は，在パラグアイ日本大使館，パラグアイ外務省，JICA パラグアイ事務所，進出日系企

業，日本人移住地などを訪問し，日本とパラグアイの関わりについて学びました。 

３月２７日（水）には，外務省において，各参加者から，プログラムでの学びや気づき，帰国

後の活動について報告しました。 

 

２． 参加人数 

５名 

 

３． 訪問国 

パラグアイ 

 

４． 日程 

２月２４日（日） 

結団式・出発前オリエンテーション（於：羽田空港） 

フロレンティン駐日パラグアイ大使による壮行 

羽田空港より出発（フランス・パリ，ブラジル・サンパウロ経由）（機中泊） 

 

２月２５日（月）：アスンシオン 

パラグアイ・アスンシオン着 

在パラグアイ日本大使館 表敬訪問 

 

２月２６日（火）：アスンシオン 

ニホンガッコウ視察（現地パラグアイ青年との交流） 

パラグアイ外務省 表敬訪問 

JICA パラグアイ事務所 表敬訪問 

進出日系企業訪問（矢崎パラグアイ） 

パラグアイ人文部科学省国費留学生との交流会（於：日本大使公邸） 

 

 



2 

２月２７日（水）：ラ・コルメナ，エンカルナシオン 

ラ・コルメナ（※パラグアイにおける最初の日本人移住地）訪問（パラグアイ日本文化協会，田

中秀穂写真記念館，ミランダ女史博物館等） 

エンカルナシオンへ移動 

 

２月２８日（木）：エンカルナシオン，ピラポ，ラパス 

世界遺産「トリニダー遺跡」視察 

ピラポ移住地訪問（ピラポ日本人会，ピラポ診療所等） 

ラパス移住地訪問（ラパス農協，ラパス農協製粉工場，日系営農家訪問，ラパス日本人会青年部

との懇談） 

イタプア県内日本人会青年部との意見交換会 

 

３月 1日（金）：シウダ・デル・エステ，イグアス 

イタイプ・ダム視察 

イグアス移住地訪問（イグアス日本人会，イグアス移住史料館「匠」センター，イグアス農協ス

ーパー等）視察 

イグアス日本人会主催歓迎夕食会 

 

３月２日（土）：アスンシオン 

アスンシオンに移動 

日本人連合会 表敬訪問 

「人造りセンター」訪問及び青年海外協力隊員との交流 

アスンシオン市内視察（大統領官邸，英雄廟等） 

 

３月３日（日）～４日（月） 

アスンシオン空港出発，ブラジル・サンパウロ等経由（機中泊） 

 

３月５日（火） 

成田空港到着 

 

３月２７日（水） 

帰国報告会（於：外務省） 
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５． プログラム記録写真 

 
 

2 月 24 日（日） 

結団式・事前オリエンテーション（羽田空港） 

2 月 25 日（月） 

在パラグアイ日本大使館 表敬訪問 

  

2 月 26 日（火） 

ニホンガッコウ視察 

2 月 25 日（月） 

パラグアイ外務省 表敬訪問 

  

2 月 26 日（火） 

JICA パラグアイ事務所 表敬訪問 

2 月 26 日（火） 

企業訪問（矢崎パラグアイ） 
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2 月 26 日（火） 

国費留学生との交流会 

2 月 27 日（水） 

ミランダ女史博物館 視察 

  

2 月 27 日（水） 

田中秀穂写真記念館 視察 

2 月 27 日（水） 

パラグアイ日本文化協会 視察 

  

2 月 28 日（木） 

ピラポ日本人会 訪問 

2 月 28 日（木） 

ラパス農協製粉工場 見学 
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3 月 1日（金） 

イタイプ・ダム視察 

3 月 1日（金） 

イグアス日本人会，訪問 

  

3 月 1日（金） 

イグアス日本人会主催歓迎夕食会 

3 月 2日（土） 

日本人連合会 表敬訪問 

 

６． 参加者の感想 <抜粋> 

 

◆ 昨年９月から 1 か月程度パラグアイに滞在し，国際協力実践などをしましたが，今回の Juntos

プログラムは 2度目のパラグアイ訪問となりました。 

日系企業訪問や NIHON GAKKO 大学，日系移住地訪問など，日本との関わりが深い場所への訪問

を通して，日本とパラグアイが思っていた以上に深いかかわりを持っていることを実感しまし

た。このことは 1 度目のパラグアイ訪問ではあまり意識できなかった点であり，パラグアイに

２度行く機会があったからこそ，より複眼的に，より深くパラグアイについて知ることができる

ようになったと感じています。 

 

◆ 日系移住地にたくさん赴けて良かったです。エンカルナシオン，イグアスでは同年代の日系人青

年達と話す機会があり，様々な話を聞くことができたし，楽しく有意義な交流でした。移住地に

は日本文化が根付いており，日本文化を伝える必要がないくらいでした。 

 

◆ 今回，イグアスやピラポなどの日系移住地を訪ね，日本的な文化が継承されていることを確認し

ました。また，日系移住地のみならず，パラグアイ人に日本文化を教えているニホンガッコウ大
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学，そしてパラグアイにおいて社会的使命を持ち，文化的差異などの課題を乗り越えながら地域

に根差し，地域にとってかけがえのない存在となっている日系企業などを訪問することができ，

日本から遠く離れたパラグアイにおいて，日本を身近に感じることができました。 

また，日本文化だけでなくパラグアイ文化も体験することができました。仲間内でテレレを回し

飲みする文化や，アサード，チパ，ソパ・パラグアージャといったパラグアイ料理などです。 

 

◆ 日本とパラグアイの外交樹立 100 周年を迎えるにあたり実施されたプログラムの中で，日系移住

地訪問では移住や開拓時の話，日系企業訪問では企業が進出する際の話や，違う環境（国）で育

った人と仕事をしていく上での留意点，ニホンガッコウでは学校の今についての話などを伺うこ

とで，パラグアイを身近に感じることができました。 

 

７.   報告会での帰国後のアクションプラン 

 

 今回のプログラムに参加したことで，パラグアイをより複眼的により深く知ることができたと

思います。帰国後，以前以上に積極的にパラグアイのことを SNS 等で発信してまいりたいと思

います。また，日本においてパラグアイに特化した研究室としてのみならず，今回の訪問で出会

ったメンバーを中心に，日本においてパラグアイに関心のある人々のネットワークを構築し，拡

大していきたいと考えております。 

 

 これからは，自分自身がある意味での”パラグアイ大使”になり，周りの日本人にパラグアイの

良さや，日本人の在り方など今回のプログラムで得たことを伝えていく存在になりたいと思っ

ています。 

 

 大学祭で出店し，所属ゼミで活動している特徴を生かし，ニャンドゥティの販売を行うと同時

に，今回のパラグアイ派遣メンバーで簡単な報告を行いたいと考えております。また，長期的に

は，パラグアイ滞在経験・渡航経験のある人々，パラグアイに関心のある人々の間でネットワー

クをつくっていきたいと考えております。具体的には SNS を通じた情報共有および，日本にお

いてパラグアイの知名度を上げるための情報発信です。 

 

 帰国後に横浜の移民資料館へ参加者で訪問し，そのことを SNS でも発信します。 

 

 日・パラグアイ学生団体をつくり，継続して活動してまいりたいと思います。 

 

 経験したことをもとにレポートを作成し，大学の所属研究会など，随所で発表ないし公開を行い

たいです。 

 

 今後日本においてパラグアイの文化を発信していきたいです。今回の貴重な経験を踏まえ，日本

とパラグアイを結ぶ存在になりたいと思います。 

（了） 


